
時

過

宵

詣

環

毎

月

一

日

翌

待

曙
周
囲
ヤ
九

'g三
現
週
間
ヤ
国
軍
三
局
一
掃
彊
仔

犬
豆
団
信
静
六
周
一
で
で

-m固
定
三
河
駕
狸
吻

2
事

含苧場手j陸亭大宮司帯都京

現三ミ第奉J什"田町議

ー十・ 7師団富昼""'Z!iIF司

論

政
府
支
出
と
所
得
増
加
・
j
i
-
-
J
i
-
-
丈
島
干
博
士
高
田
保
馬

横
井
小
楠
の
経
済
思
想
j
i
-
-
j
l
a
i
-
-
・
:
:
経
済
塾
博
土
木
庄
築
治
郎

特
珠
り
ン
ク
制
の
諸
問
題
:
t
j
i
-
-
:
:
経
済
皐
博
士
谷
吉
彦

時

論

支
那
に
於
げ
る
門
戸
開
放
"
泊
;

j

ゆ
苛
枕
ん
家

J

宇
一
論
ず

研

(
禁

事事

叢

f，;'g ii 
苦手台

高簿
一士 吐:

汐米

一副山

神
代
に
現
は
ー
れ
し
日
本
的
創
造
。
刑
L

-

-

-

M

院
済
事
立
中

公
正
債
格
の
意
義

:
f

，

.

‘

a

-

;

経
済
築
士
中

静
態
的
貨
幣
理
論
L

」
動
態
的
貨
幣
四
社
論
:
・
接
持
皐
士
服

複
式
簿
記
法
の
形
成
過
程
に
就
い
て
:
:
:
:
経
済
事
土
岡

設

苑

ル
・
プ
レ
!
の
経
済
愛
蓮
階
段
読
j
i
-
-
:
・
経
済
畢
士
宮

附

録

業

報

外
圏
雑
誌
論
題

載

口~，~ 1，&[ 

7ii3t 

川
典
之
町
山

一

合

貰

部

新

一

本

愛

弐

本

又

'仁ヒ
対山川

j
f」
E
i

，

一一一一一

弐
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-読

....吋砂・

1グ巳

ノレ

-
プ
レ
!
の
経
済
委
達
階
段
設

"主-
t.~1 

3ζ 

1ド

そJi;:

歴
史
閣
情
汲
の
返
事
214
縦
P
T九
川
々
は
悌
繭
問
の
シ
モ
ン
ド
・
ド
即

内司ス
J
T

ン
デ
イ
(
子
訂
正
て
円
内
庁

F
E
E
Lご

K
於
て
鋭
ふ
こ
と
が

m来
る
が
、

そ
の
設
展
は
普
ね
く
知
ら
る
L
h

如
く
猟
逸
に
於
て

絢
欄
の
花
を
時
か
せ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
種
々
の
立
場
・
広
一

準
よ
り
な
さ
る
a
h

数
々
の
階
段
説
は
終
調
川
史
研
究
の
尺
度
と
し

てJ
説
れ
も
高
き
悦
値
を
有
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
に
針
し
、
倒
閣

凶
に
於
て
は
そ
れ
に
闘
し
見
る
ぺ
き
も
の
な
く

や
土
叔
宜
(
の

感
を
費
え
ざ
る
を
得
友
い
。
勿
論
占
く
ジ
ヤ
ン
・
ボ
ダ
ン
が
民

族
の
文
化
的
変
展
を
(
一
)
宗
教
時
代
(
東
洋
民
集
)
(
一
一
)
政
治
時

代
(
地
中
海
民
族
)
(
二
一
)
経
済
時
代
(
北
方
民
族
)
に
分
て
る
あ
り
、

モ
ン
テ
ス
キ
で
ー
は
生
前
資
料
の
種
類
に
よ
っ
て
(
イ
)
巣
賓
採

ル
・
プ
レ
ー
の
経
済
設
建
階
段
説

集
者
(
ロ
)
漁
魚
民
(
ハ
)
狩
搬
民
士
ニ
牧
畜
民
(
ホ
)
農
耕
民
(
へ
)

ヶ
、
不
ー
も
亦
(
イ
)
狩
獄
民
(
ロ
)
漁

商
人
及
工
業
者
に
類
別
し
、

白
川
氏
(
ハ
)
牧
畜
民
(
一
こ
農
耕
民
(
ホ
)
商
業
民
{
へ
)
遊
牧
民
・
未

開
人
・
ペ
幕
生
活
民
。
掠
奪
生
活
尺
に
八
万
ち
、

人
類
の
進
歩
を
九
階
段
に
分
け
て
ゐ
る
が
、

コ
ン
ド
ル
セ
l
亦

ル
-
プ
レ

l
q
z
a

念
日
宮
町
』
品
)
及
そ
の
単
一
次
の
そ
れ
は
、
以
上
の
も
の
に
北
し
、

一
一
層
拾
で
難
き
特
徴
を
有
す
る
に
拘
ら
や

J.
従
来
割
合
に
閑
却

さ
れ
て
ゐ
た
ゃ
に
巧
へ
ら
れ
る
か
ら
、
認
で
は
そ
の
大
同
慨
を
初

介
し
て
見
た
い
し
二
思
ふ
c

ル
-
プ
レ

1
(
一
へ
O
六

l
一
八
八
一
一
)
は
伸
蘭
西
オ
ン

7
p
ュ
1

ル
近
傍
の
一
村
市
滑
に
生
れ
、
己
申
の
到
一
工
科
事
校
卒
業
後
、
鏑

山
佼
師
・
鍵
山
四
日
千
校
教
授
等
を
絞
、
政
界
に
出
で
一
八
六
七
年

上
院
移
民
と
た
っ
た
。
彼
は
一
八
五
五
年
に
「
欧
洲
の
弊
働
者
」

(

『

E
《
】

2
5
5
2
2奇
5
5
5
-
4
を
出
版
し
、
更
に
一
八
六
回

年
に
一
，
社
命
日
改
良
論
」
亡
、
科

2
言
2
5
2
2
F
g
F
E旦
を
出
し

た
。
彼
は
永
年
に
亙
っ
て
欧
洲
会
土
を
ウ
ラ
ル
に
至
る
迄
遍
歴

し
、
そ
の
経
験
と
観
察
と
を
基
礎
と
す
る
研
究
法
を
と
り
、
想

第
四
十
八
巻

五
凡
七

第

銃

一
四
七

20， pp. 、-V'.irtsc.haftsent、:vicklung• . H. Proesler; Die Epochen der deut~:i(:hen 
et sqq. 
米同庄太郎、経済心理の研究、 [43頁口
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ル
-
プ
レ
ー
の
純
消
波
注
階
段
詑

像
的
研
究
法

E
3
2
Z
L
o
-
-
E
Z
H三
2d)
を
侮
叫
し
た
。
彼
は
家

族
を
以
て
枇
舎
の
世
帯
礎
的
単
位
と
者
倣
し
た
が
、

そ
れ
は
過
去

の
歴
史
を
概
ね
、

そ
の
生
活
様
式
を
喧
べ
、
そ
の
生
活
資
料
を

八
刀
肝
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
結
論
?
あ
っ
た
。

通

〉

1

古
〈
『
一
如
く

視
察
法
ゅ
比
枕
法
宮
市
ん
じ
、

H
つ
白
典
的
な
る
白
山
主
義
・
柴

フ、:

義

Jji 
Jli: 
せ
し
型，!i

}j';: 

ドl
t日

出合
村
Jる

微
制]j
-，ヲ
，C 

る

;~Ë 

同
九
九
に
も
れ
川
ら
や
、

非
常
に
刑
判

F

鴻
陛
山
県
川
市
沃
に
い
政
泣
廿
る
も
の
あ

る
を
認
め
ざ
る
を
得
た
い
。

ル
-
プ
レ
ー
の
犬
著
「
険
洲
の
叫
労
働
者
」
は
、

そ
の
後
「
二
大
陪

の
第
働
者
」

(
P
5
0
2
L
o
a
L
0
5
5
0包
含
)
の
名
稀
の
下
に
、
彼

の
島
一
-
流
を
汲
む
人
遣
に
よ
り
研
究
を
重
ね
ら
れ
、

叉
彼
は
一
八

五
六
年
枇
命
日
経
済
的
学
曾
(
ど
町
内
W
E
E
n
F
E
E
Z
E
r
ι
2
2
L
m
m

ヲ
胸
骨
回
全
日
そ
開
S
E
E
-
m
F
E
P
F
)を
設
け
、

一
八
八
一
年
よ
り
「
一
庇

舎
改
良
」

(
E
E
F】

Etoo-PZ)
な
る
雑
誌
を
護
刊
し
た
が
、
後

分
裂
を
起
し
、

H
h
戸
H
N
h
p
-
5
0
2
L
門
戸
山
一
ゅ
に
操
る
に

一
は
依
然

到
し
、
他
は
円
、
回
∞

2
2
2
∞
2
z
o
を
機
関
雑
誌
と
し
て
研
究

を
進
め
る
に
至
っ
た
。
前
者
は
大
憶
に
於
て
、

!C 

-
プ
レ

I
の

方
法
を
そ
の
佳
採
用
せ
し
も
、
後
者
は
ル
・
プ
レ

1

の
純
客
観

第
四
十
へ
巻

者芸

品E

四
月、

五
へ
凡

的
方
法
を
仲
体
重
す
る
が
、
更
に
一
歩
を
進
め
、
類
別
的
研
究
法

即
ち
諸
事
責
を
即
-
解
す
る
に
首
っ
て
、

そ
の
自
然
的
関
係
に
雁

じ
て
排
刈

L
、
此
等
の
事
賓
と
地
川
的
環
境
と
の
闘
係
を
究
め

ん
と
し
た
。
常
て
ん
・
プ
レ

l
q身
も
枇
舎
の
殺
礎
的
要
お
と

し
て
ヒ
地
と
人
口
ム
一
を
丸
川
し
、
段
境
を
京
川
聞
は
し
て
ゐ
る
が
、

ア

(7) 

市1
iJr~ 

~}l 
3;.-~ 

派
l二ヒ
JlfT 
L 
勃
~'\l 
し
烈
り

し
プ
ア

V

ユ
の
人

文
地
恐
山
中
に
総
繊
甘
さ
れ

品"
h 

1fi 
I史

'1'1: 
:1> 

2部-
~Jな

附
則
し
7と
Uコ

で
あ
っ
た
。

、J
ro 

む

"てコ;..:. ;.-

" T の
~ ~反
宗の

量頭
言・ 日
t;;と

をし
牢て
(7' (;t 

管同
-<-、ぞ，

で 5.
あ L

らへ
う:'1)目
。ロ

『
〈

S' 

そ
~'L 

は
と
も
あ
れ
、

織
的
に
展
開
・
集
大
成
さ
れ
た
の
は
ヴ
ィ
l
ニ
ュ
ミ
』
四
E
E
)

!l 

-
プ
レ

1
の
歴
史
折
口
墜
が
最
も
完
全
且
つ
組

『
』
切
口
一
o
Z円
。
∞

0
2
P一-o
ユ〆古ーか

ω-a-)戸
ロ
ロ
司
ぬ
卸
与
。
戸
。
同
】
一
戸
〕
『
己

に
於
て
ピ
あ
ら
う
。
叉
オ

1
プュ

ル
タ
ン

m
q伽
円

c
z
zコ
己
目

[
O
Z『
切

(
〉
ロ
ピ
ロ
門
戸
-
D
)

司『
A

山LAr-口
戸
O

H

v

一位}・ユ〆日どん山
ω

σコ

戸
一
』

E
O
E
o
は

ル
ヘ
フ
レ
1
著
作
よ
り
の
抜
宰
と
し
て
有
盆
た
る
文
集
で
る
る
。

以
上
の
二
書
に
依
っ
て
ル
・
プ
レ

1
及
ヴ
ィ

1
一
一
ュ
の
歴
史
折
口
嬰

に
就
き
経
済
禁
法
階
段
設
と
目
す
べ
き
も
の
を
窺
ひ
行
か
ろ
。 ι〉

何言己に闘しては、 Gonnard，IIist.oire des doctrim~~; economiques， pp.632-641， 
Gide et Rist， I-listoire des doctTine当金conomique:" p. .580---.598， Sorokin， Con-
temporary Sociological Theories，による所が多、、。
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ル
-
プ
レ
ー
は
枇
舎
の
基
礎
的
車
位
を
家
族
な
り
と
し
、
之
を

A

次
長
的
家
族

(zrz-zz

一
系
的
家
族

(
Z
P
E
r

5
5
Z
)
不
定
的
家
族

(
F
E
E
-。
EYE-LO)
の
三
形
態
に
分
類

し
て
ゐ
る
。
第
一
の
家
長
的
家
族
は
共
同
の
祖
先
を
有
す
る
多

数
の
家
計
の
共
同
の
厨
燈
を
中
心
と
す
る
結
合
で
、
家
畜
・
天

幕
・
衣
類
等
は
家
族
に
屈
す
る
。
家
族
的
財
産
の
管
珂
者
は
円
余

父
で
、

を
の
死
に
上
。
、

一
さ
つ
由
砂
川
主
士
一
否
定
一
戸
ト
乙
事
玉
。

'
3
1

J
G
品
L
F
I
t
-
-
t
τ
f
u
J
A
B
-

の
一
系
的
家
族
に
て
は
家
肢
は
最
H
十
親
機
の
下
に
集
屑
す
る
こ

と
な
く
、
世
一
人
h
p
r
k
f
H
斑
苛
l

-

J

て
と
え
打
、
也
コ
位
、
ー
マ
ヂ
『

〈

-

H
ド

〆

r
u
-
J
V
J
A
7占
vm
小
-
寸

ζ

F

t

v

t
よ

?

イ

l
l
L
4
1
f
?
L
V

新
家
族
を
椅
成
す
る
。

と
の
指
定
相
績
は
家
父
の
意
志
に
よ
る

も
の
で
、

必
ら
や
し
も
長
子
様
に
基
〈
も
の
で
は
な
い
。
第

の
不
定
的
家
族
は
総
て
の
子
女
が
自
立
の
年
齢
に
達
す
る
に
従

び
、
そ
の
生
家
を
去
っ
て
各
k

自
立
自
営
す
る
も
の
で
あ
る
ο

ル
-
プ
レ
ー
は
古
代
の
牧
畜
時
代
は
家
長
的
家
族
で
あ
り
、
中

世
の
欧
洲
殊
に
革
命
に
至
る
迄
の
悌
蘭
西
に
は
一
一
糸
的
家
族
が

行
は
れ
、
現
代
の
欧
洲
及
合
衆
闘
は
不
定
的
家
族
で
あ
る
と
見

る
。
彼
は
と
の
家
族
形
態
を
更
に
草
原
・
溶
岸
・
自
然
が
嬰
化
に

宮
め
る
地
域
巴
一
一
環
境
に
闘
聯
せ
し
め
、
草
原
で
は
一
家
父
が

ル
-
プ
レ
ー
の
経
済
愛
建
階
段
詑

一
種
族
を
統
率
す
る
家
長
的
家
族
が
出
来
、
海
岸
で
は
一
系
的

家
族
が
作
ら
れ
る
。

こ
れ
に
謝
し
自
然
の
い
変
化
あ
る
地
域
で
は

不
定
的
家
族
と
友
る
と
し
、
草
原
が
牧
省
、
海
岸
が
漁
識
に
釘

臨
す
る
に
針
し
、
穆
(
化
t
u
る
土
地
で
は
林
・
餓
・
農
・
工
・
商
の
あ

ら
ゆ
る
業
務
が
可
能
に
友
り
、
殊
に
仁
業
中
止
帥
州
北
と
す
る
家
族

は
不
定
的
と
校
る
と
し
て
ゐ
る

3

r

f

7

i

ト
人
、

d
「

E
l
-
-

じ

ル
-
プ
レ

1
設
を
祖
述
し
、
敷
約
し
て
生
産

資
料
獲
得
石
川
法
印
ち
財
貨
宅
産
の
技
術
を
某
礎
と
し
て
一
一
一
時
代

に
分
い
げ
て
ゐ
る

3

第
一
山
州
日
自
然
的
生
産
の
時
代
(
山
問
。

L
2
3
4
a

E
Z
-
3
:
τ
三
E
Z
M
)
、
第
二
期
は
技
術
的
生
産
の
時
代
(
山
間
作
品
。
町

セ
『
つ
L
E
E
-。口明

MMZzrz=ゆ
る
、

第
三
期
は
資
本
家
的
生
産
の
時
代

(出向。

L
Z
P
言。
L
z
n
z
oロ

S
Y
E
Zめ
)
で
あ
る
。
ヴ
ィ

l
=
L
は
第

二
期
を
機
械
時
代
(
仲
間
。

(
H
E
E宣
言
旦
、
第
三
期
を
石
茨
・
恭
一
汽
・

電
気
時
代
(
u
m
m
L

こ
μ

ぎ
5
-
一0・
奇

Z
2
E
-
3
E
ι
1・0
-
E
2
2
5

と
稀
し
て
ゐ
る
つ

第
一
期
に
て
は
社
合
及
畑
山
働
の
稀
類
は
物
的
環
境
の
務
化
に

よ
勺
て
設
明
さ
れ
る
e

人
K

は
予
或
は
予
期
具
守
口
問
5
u
r
z
ω
)

を
用
び
て
狩
獄
・
漁
機
次
い
で
牧
畜
を
友
す
。
狩
猟
時
代
に
あ

第
四
十
八
巻

五
八
九

第
一
二
競

四

fu 

Greef， La sociologie岳conomique，p~ 62. 
yign_es_; To~ I! p. 110， et sqq. 
L_a Science Sociale d'apr在sles prinC]pes de l.e Play el de 5t~吋 ContinuateuTS.
1896. Tom 1， pp. 1 Hl et sqq. 
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ル
-
プ
レ

l

m
鰹
持
獲
建
階
段
設

つ
て
は
父
の
構
成
弱
〈
、
家
族
成
員
が
散
在
せ
る
た
め
、
不
安

定
在
家
族
で
あ
り
、
漁
猶
も
亦
市
一
昨
に
よ
る
限
り
不
定
的
家
族

で
る
る
。
然
る
に
狩
強
か
ら
牧
古
田
が
設
注
し
、
獲
物
を
保
存
す

家る

肱j様
がに
r<< 7.主
={[る
すと
る 7)共
。に

草
原
争

領
域
と
す
る
Jて
至
り

~~ 
長
的

第
二
期
は
夜
夜
・
風
力
・
水
力
に
依
り
動
仏
大
一
れ
る
機
川
慨
が
没

明
さ
れ
た
時
代
で
、

全
づ
担
叩
}
叫
が
現
は
れ
る
。

JP-L
千
九
回
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b
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Z

F
L
4
4
h
U
U
3
f
t
 

ヂ
-
手
用
具
の
み
で
は
倍
み
得
点
γ
、
そ
れ
以
前
の
生
直
方
法
よ

り
遁
に
骨
の
折
れ
る
も
の
で
る
っ
た
か
ら
、
奴
隷
制
度
を
生
じ

た
。
皐
純
左
枇
舎
は
よ
り
複
雑
な
る
枇
舎
と
在
る
。
こ
の
時
代

に
特
有
友
る
家
族
形
態
は
一
系
的
家
族
で
あ
る
同
次
い
で
林
業
・

鏑
業
・
加
工
業
・
変
通
・
商
業
が
現
は
れ
、
各
種
の
技
術
的
褒
明
が

-
注
さ
れ
る
様
に
友
る
が
、
技
術
の
進
歩
は
家
族
形
態
に
影
響
し

て
、
家
族
を
一
一
糸
的
た
も
の
と
す
る
。
例
へ
ば
小
舟
が
駆
逐
さ

E架 れ
と
な中凡
る暗 自

主日 を
き 目魚、
で央
あが
る F目
。"J~.、

る
~:t 
即 日

よR:

二{~
.-4 
A己

的
~ミ
族
詰Z

系
自守
家

第
三
期
は
生
活
資
料
の
生
十
時
及
占
交
通
弊
務
に
石
炭
・
来
…
汽
・
電

気
が
溜
閉
さ
る
k
時
代
で
、
第
二
期
の
勢
働
機
械
が
、
未
だ
人

第
四
十
八
巻

五
九

O

第

競

王王

C 

力
・
動
物
の
力
又
は
翠
純
友
力
に
よ
っ
て
動
か
さ
る
ミ
紡
績
機

又
は
風
車
の
如
き
も
の
な
り
し
に
封
し
、
第
三
期
に
あ
り
で
は

石
決
一
・
蒸
汽
・
電
気
の
動
力
に
よ
る
動
力
機
織
が
支
配
す
る
。

れ
は
正
に
資
本
家
的
生
産
の
時
代
で
る
り
、
こ
の
時
期
忙
於
ご

一
糸
的
家
族
は
分
解
し
、
不
安
定
な
る
家
族
が
支
配
的
と
な
る
c

た101fh
'-' nこ

対包
由通

Lイ》

む
南佐

7と

仁

一場
4F子
f世/J
~ 

』守

然

り

あ
Jコ

以
上
が
ル
・
プ
レ

1
及
ヴ
ィ
l

ェ
ュ
の
経
済
高
民
連
階
段
設
の
大

要
で
あ
る
。
歴
史
を
技
術
並
に
家
族
形
態
に
依
っ
て
動
か
さ
る

L
も
の
と
見
る
親
知
か
ら
樹
て
ら
れ
た
と
の
撃
波
は
側
め
て
特

徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
ロ
!
?
ン
千

1
ク
な
傾
向
が
強
く
且

っ
そ
れ
は
過
去
に
教
訓
を
求
め
て
、
一
枇
命
日
改
良
の
計
聾
に
委
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
生
産
の
形
態
並
に
技
術
に
候
う
て

歴
史
を
経
済
的
に
武
明
ぜ
ん
と
せ
し
と
と
は
注
目
し
て
よ
い
と

忠
ふ
。
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